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①   防災情報とリスクコミュニケーション 
②   避難高台の整備 









































 宮城県が 2012 年 4 月 6 日に公表した被害状況による
と，南三陸町における死者（関連死を除く）589 名，行





















時間は 11日 15時 26分となっている． 
 









































刻は 14時 50分，最も遅い人の移動開始時刻は 15時 05





















































い人で 14時 55分，遅い人で 15時 35分に到着していた．  
上の山緑地からより標高の高い志津川小学校（標高
41m）への避難では，最も早く避難した人の移動開始時








































た．またもう１人は 15時 00分に移動を開始し，町営松 
原住宅には 15時 05分に到着していた． 







































































































全所 津所 津場 津ビ
1 スポーツ交流村（総合体育館） 字沼田 56 市街地 6,000 165,200 □ ○ ○ ○
2 志津川小学校 字城場 41 7,908 15,956 □ ○ ○ ○
3 志津川中学校 字廻館 100 7,263 24,140 □ ○ ○
4 志津川高等学校体育館 字廻館 92-2 2,600 60,000 □ ○
5 志津川保育園 字上の山 11-1 600 3,080 ■ ○ ○
6 志津川公民館 字汐見町 120 2,241 10,850 ■ ○
7 ボランティアセンター 字廻館 97
八幡町、五日町、
汐見、廻館 800 18,800
■ ○ ○ ○
8 大久保公民館 字大久保 228-1 大久保 60 225 ■ ○
9 田尻畑あさひ館 字田尻畑 17-7 田尻畑 126 335 ■ ○ ○
10 中瀬町文化センター 字竹川原 7-2 中瀬町 190 430 ■ ○ ○
11 廻館老人憩いの家 字御前下 32-3 廻館 168 356 ■ ○ ○
12 小森生活センター 字小森 102-2 小森 176 241 ■ ○ ○
13 八幡町せせらぎ会館 字廻館前 54-5 八幡町 284 319 ■ ○
14 十日町地区公民館 字十日町 11 十の一、十の二 258 900 ■ ○
15 リアス本浜会館 字本浜町 153 本浜 68 0 ■ ○
16 大森文化センター 字旭ヶ浦 5-2 大森第１・２ 207 460 ■ ○
17 新井田地区公民館 字新井田 82 新井田 70 80 ■ ○ ○
18 天王前ふれあいセンター 字天王前 27 天王前 140 348 ■ ○
19 旭ヶ丘コミュニティーセンター 字廻館 15-73 旭ヶ丘 178 1,165 □ ○ ○
20 沼田ふれあいセンター 字沼田 100-63 沼田 157 1,565 □ ○
21 本浜公園 字十日町 本浜、十日町 － － ■ ○
22 大森高台 字大森
新井田、天王前、
大森、本浜 － － □ ○ ○
23 上の山緑地 字上の山
十日町、本浜、南
町、五日町、汐見 － － ■ ○ ○
24 東山公園 字大森
新井田、天王前、
大森 － － □ ○ ○
25 大久保高台 字大久保
大久保、中瀬町、
汐見 － － □ ○ ○
26 公立志津川病院屋上 字汐見町 15 □ ○ ○
27 志津川漁協屋上 字本浜 115 ■ ○ ○
28 町営松原住宅屋上 字汐見町 120-1 ■ ○




























































































































 資料：東日本大震災による被災現況調査業務（宮城２）2011年3月 国土交通省都市局 
避難場所②
志津川高校
出発 所要時間 手段 距離（ｍ） 到着 待機 出発 所要時間 手段 距離（ｍ） 到着
① 14:50 0:05 自動車 662.0 14:55 0:20 15:15 0:45 徒歩 426.0 16:00
② 14:55 0:10 自転車 5546.1 15:05 0:10 15:15 0:45 徒歩 336.5 16:00 　　発災時居場所は入谷地区で救援等のため遠路自動車でボランティアセンターに到着したとみられる。
③ 15:00 0:03 徒歩 159.5 15:03 0:17 15:20 0:10 徒歩 355.7 15:30
④ 14:50 0:20 自転車 1745.5 15:10 0:20 15:30 0:20 徒歩 439.8 15:50 　　ボランティアセンターから志津川高校への移動は、ボランティアセンターの南側から志津川高校
⑤ 15:05 0:25 自動車 1232.8 15:30 0:05 15:35 0:05 徒歩 306.4 15:40 　　へのアクセス道路に出て、高校正門から移動すると距離は300ｍ前後であるが、内陸の北側から
⑥ 14:50 0:05 自動車 657.0 14:55 0:45 15:40 0:10 徒歩 272.3 15:50 　　迂回した場合に距離が400ｍを越えている。
⑦ 14:50 0:20 自転車 1141.6 15:10
⑧ 14:50 0:30 徒歩 413.3 15:20
⑨ 14:50 0:05 徒歩 165.6 14:55
⑩ 15:30 0:10 徒歩 339.2 15:40
①～⑥平均 14:55 0:11 15:06 0:19 15:25 0:22 15:48
①～⑩平均 14:53 0:13 15:07 0:19 15:26 0:20 15:47
避難場所②
志津川小学校
出発 所要時間 手段 距離（ｍ） 到着 待機 出発 所要時間 手段 距離（ｍ） 到着
① 15:20 0:15 徒歩 378.8 15:35 0:40 16:15 0:15 徒歩 735.8 16:30
② 14:50 0:05 徒歩 176.8 14:55 0:20 15:15 0:15 徒歩 615.0 15:30 　　上の山緑地までの距離がサンプルによって異なるのは、発災時居場所が異なるため。
③ 14:50 0:10 徒歩 286.4 15:00 0:30 15:30 1:15 徒歩 721.2 16:45 　　上の山緑地から志津川小学校までの距離がサンプルによって異なるのは、道なき山林を
④ 14:55 0:35 徒歩 600.1 15:30 0:10 15:40 1:20 徒歩 785.9 17:00 　　移動し、サンプルによってルートが異なるため。
⑤ 14:50 0:15 徒歩 339.1 15:05 0:05 15:10 0:50 徒歩 712.0 16:00
⑥ 15:30 0:05 徒歩 350.6 15:35 0:05 15:40 0:30 徒歩 881.3 16:10
⑦ 15:00 0:05 徒歩 260.2 15:05 0:55 16:00 0:20 徒歩 897.4 16:20
⑧ 15:00 0:30 徒歩 416.7 15:30 0:10 15:40 1:20 徒歩 771.4 17:00
⑨ 15:30 0:10 徒歩 382.9 15:40 0:20 16:00 1:00 徒歩 877.6 17:00
⑩ 14:50 0:05 徒歩 303.7 14:55 0:05 15:00 1:00 徒歩 607.5 16:00
⑪ 15:05 0:10 徒歩 424.9 15:15 0:15 15:30 0:30 徒歩 674.5 16:00
⑫ 15:05 0:10 徒歩 495.8 15:15 0:20 15:35 0:25 徒歩 679.2 16:00
⑬ 14:55 0:05 徒歩 318.1 15:00 0:30 15:30 1:00 徒歩 678.0 16:30
⑭ 15:00 0:10 徒歩 396.4 15:10 0:05 15:15 1:25 徒歩 649.1 16:40
⑮ 14:50 0:05 徒歩 307.5 14:55 0:35 15:30 0:30 徒歩 710.3 16:00
⑯ 14:55 0:25 徒歩・車 949.8 15:20 0:20 15:40 0:30 徒歩 717.8 16:10
⑰ 15:00 0:05 自転車 279.1 15:05 0:25 15:30 0:20 徒歩 654.6 15:50
①～⑰平均 15:01 0:12 15:13 0:20 15:34 0:45 16:19
出発 所要時間 手段 距離（ｍ）
① 14:50 0:20 徒歩 215.5






























































































































図-2-3-4 パターン４：地震発生時は別の地域にいて，津波到  
達までに津の宮地区に戻ってきてから避難 























































































場所 出発 所要時間 手段 距離（ｍ） 場所 到着 待機 出発 所要時間 手段 距離（ｍ） 場所 到着 待機 出発 所要時間 手段 距離（ｍ） 場所 到着 待機 出発 所要時間 手段 距離（ｍ） 場所 到着
1 自宅 - - 歩き 504 生活センター -
2 自宅 14:50 0:20 - 95 道路上 15:10 - - - 車 683 生活センター -
3 自宅 - - - 95 道路上 - - - - 車 683 生活センター -
4 自宅 - - - 75 民宿潮風 - - - - - 210 自宅 - - - - - 175 生活センター
5 自宅 - - - 730 生活センター -
6 自宅 - - - 488 生活センター -
7 自宅 - - - 350 他の住宅 - - - - - 24 道路上 - - - - - 355 生活センター -
8 自宅 - - - 460 カキ処理場 - - - - - 460 自宅 - - - - - 360 生活センター -
9 自宅 - - - 460 カキ処理場 - - - - - 460 自宅 - - - - - 360 生活センター -
10 自宅 - - 歩き 1000 生活センター -
場所 出発 所要時間 手段 距離（ｍ） 場所 到着 待機 出発 所要時間 手段 距離（ｍ） 場所 到着 待機 出発 所要時間 手段 距離（ｍ） 場所 到着 待機 出発 所要時間 手段 距離（ｍ） 場所 到着
11 カキ処理場 - - 歩き 410 道路上 - - - - 歩き 130 生活センター -
12 カキ処理場 - - 車 190 他の住宅 - - - - 歩き 45 他の住宅 - - - - 歩き 240 生活センター －
13 カキ処理場 - - 歩き 190 他の住宅 - - - - 歩き 45 他の住宅 - - - - 歩き 240 生活センター －
14 カキ処理場 - - 車 415 他の住宅 - - - - 歩き 70 他の住宅 -
15 カキ処理場 14:50 0:20 - 270 道路上 15:10 - - - - 240 他の住宅 -
16 カキ処理場 - - 歩き 273 他の住宅 - - - - 車 203 他の住宅 -
17 カキ処理場 14:50 0:10 - 273 他の住宅 15:00 － - - 車 203 他の住宅 -
場所 出発 所要時間 手段 距離（ｍ） 場所 到着 待機 出発 所要時間 手段 距離（ｍ） 場所 到着 待機 出発 所要時間 手段 距離（ｍ） 場所 到着 待機 出発 所要時間 手段 距離（ｍ） 場所 到着
18 自宅 - - - 30 道路上 - - - - - 50 畑 -
19 自宅 - - - 30 道路上 - - - - - 30 自宅 -
20 波伝谷漁港 - - 車 1700 他の住宅 - - - - 車 4800 学校 -
21 自宅 - - - 220 他の住宅 -
22 自宅 - - - 4800 学校 -
23 自宅 - - - 4800 学校 -
24 自宅 - - - 0 他の住宅 -
25 自宅 - - 歩き 240 他の住宅 -
26 仕事場 - - 車 25 他の住宅 15:20 - - - 車 1100 自然の家 -
27 自宅 - - - 25 他の住宅 15:25 - - - 車 1100 自然の家 -
28 仕事場 15:16 0:04 歩き 420 カキの処理場 15:20 - - - 歩き 420 他の住宅 15:35
29 自宅 - - - 30 道路上 14:50 - - - 歩き 180 道路上 15:15 - - - 歩き 190 他の住宅 16:00 - - - 車 1000 自然の家 17:00
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配布 2012年 9月 15日 





























      その他の地区等：１１世帯 
宮城県自然の家仮設住宅：５世帯 
       登米市横山仮設住宅  ：１世帯 

































番 号 設  問 対象者 
問１ 性別 回答者 
問２ 年齢 回答者 
問３ 職業 回答者 
問４ 指定避難場所の認知状況 回答者 
問５ 震災当日の居場所 回答者 
問６ 津波到達時刻の認知状況とその時刻 回答者 
問７ 震災発生時に居た場所に津波が到達すると思ったか 回答者 
問８ 津波警報・指示を聞いたか 回答者 
問９ 避難のきっかけ（避難した人） 回答者 
問１０ 避難しなかった理由（避難しなかった人） 回答者 
問１１ 世帯構成員の続柄、年齢、職業、震災発生時の居場所 全世帯構成員 
問１２ 震災発生以降の移動目的、移動先、移動経路、移動手段 全世帯構成員 
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男性が 75％，女性が 25％となっている． 
 
ⅱ) 震災発生時の年齢 
60代が約 42％と最も高く，次いで 50代が約 33％，40















































































































































































































 移動手段は徒歩が 51.4%，自動車が 48.6%であった． 
 
④  アンケート調査結果のまとめ 
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① 自動車 662 5 132 徒歩 426 45 9
② 自転車 336 10 33 （車） - 45 -
③ 徒歩 159 3 53 徒歩 355 10 35
④ 自転車 1745 20 87 徒歩 439 20 21
⑤ 自動車 1232 25 49 徒歩 306 5 61
⑥ 自動車 657 5 130 徒歩 272 10 27
⑦ 自転車 1141 20 57 － - - -
⑧ 徒歩 413 30 13 － - - -
⑨ 徒歩 165 5 33 － - - -
⑩ - - - - 徒歩 339 10 33
① 徒歩 215 20 10









① 徒歩 378 15 25 徒歩 735 15 49
② 徒歩 176 5 35 徒歩 615 15 41
③ 徒歩 286 10 28 徒歩 721 75 9
④ 徒歩 600 35 17 徒歩 785 80 9
⑤ 徒歩 339 15 22 徒歩 712 50 14
⑥ 徒歩 350 5 70 徒歩 881 30 29
⑦ 徒歩 260 5 52 徒歩 897 20 44
⑧ 徒歩 416 30 13 徒歩 771 80 9
⑨ 徒歩 382 10 38 徒歩 877 60 14
⑩ 徒歩 303 5 60 徒歩 607 60 10
⑪ 徒歩 424 10 42 徒歩 674 30 22
⑫ 徒歩 495 10 49 徒歩 679 25 27
⑬ 徒歩 318 5 63 徒歩 678 60 11
⑭ 徒歩 396 10 39 徒歩 649 85 7
⑮ 徒歩 307 5 61 徒歩 710 30 23
⑯ 徒歩・車 949 25 37 徒歩 717 30 23




































































































 ⅰ) 設置場所の設定方法 












































・約 100床を有する病院   （8,500m2） 
   ・公民館（社会教育施設） （1,800 m2） 
   ・公園              （2,200 m2） 
   ・車での高台避難を考慮して駐車場 
（約 100台）（2,000 m2） 
   ・その他，道路，通路等 





土量を大森地区で試算したところ，約 27万 5,000 m3






















 1) 徒歩での避難 





























































































































平均移動速度 60m/分の避難可能区域 ○数字は自治会単位の番号 

























































































































































































(2)  女川町及び南三陸町における津波避難ビルの実態 
今回本調査の対象地域である，宮城県女川町と南三陸





・ 女川町商工会館（RC 4F ）2014年1月現在取り壊し済み 
・ 女川消防署（RC 3F ）      同上 
  21 
・ マリンパル女川（RC 4～5F）  同上 
南三陸町（写真-5-3～5-6参照） 
・ 公立志津川病院（RC 4～5F）2014年1月現在取り壊し済み 
・ 町営松原住宅（RC 4F）    同上 





















































 上記調査によれば，津波避難ビルの総数は 2011 年 6
月末の 1,876 棟からわずか４ヶ月後の同年 10 月末には
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都道府県 ＭＬＩＴ調査(A) 追加 (B) 合計 (A+B)
北海道 31 26 57
青森県 3 0 3
岩手県 　対象外 2 2
宮城県 　対象外 40 40
秋田県 1 30 31
山形県 5 16 21
福島県 　対象外 2 2
9 90 99
茨城県 9 19 28
千葉県 154 124 278
東京都 0 5 5
神奈川県 429 332 761
592 480 1072
新潟県 19 91 110
富山県 15 23 38
石川県 18 39 57
福井県 8 -7 1
60 146 206
静岡県 1031 270 1301
愛知県 302 541 843
三重県 105 153 258
1438 964 2402
京都府 10 0 10
大阪府 749 803 1552
兵庫県 263 550 813
和歌山県 145 47 192
1167 1400 2567
鳥取県 2 41 43
島根県 0 0 0
岡山県 4 29 33
広島県 0 28 28
山口県 0 0 0
6 98 104
徳島県 280 362 642
香川県 110 9 119
愛媛県 8 21 29
高知県 150 148 298
548 540 1088
福岡県 0 0 0
佐賀県 4 1 5
長崎県 0 0 0
熊本県 8 0 8
大分県 65 384 449
宮崎県 17 119 136
鹿児島県 7 27 34
101 531 632
沖縄県 34 23 57
合計 3986 4298 8284
　39県
都道府県別情報　(津波避難ビル棟数)























































































































































































































































RESEARCH ON EFFECTIVE EVACUATION AGAINST THE TSUNAMI DISASTER 
 
Fumio TAKEDA, Hiroshi IKEYA, Shoichi ANDO and Naohiko HIBINO  
 
The most important measures against tsunami disaster is to improve the disaster prevention projects such 
as  an execution of  SEA WALL, and to execute the certain  evacuation of inhabitants. Improvement of dis-
aster prevention projects and announcement of the Tsunami-warning are studied by National Government as 
a reform measures. But certain evacuation measures for inhabitants or improvement of safety elevated 
ground and Tsunami refuge buildings are entrusted for Local Government. Actually Local Government is 
puzzled over these problems, because they have no measures such as guidelines or effective methods on cer-
tain evacuation. Then we accumulated and analyzed the data on the actual evacuation from Tsunami disaster 
in the disaster stricken area of the 2011 Tohoku Earthquake, and studied the problems on a practical evacua-
tion from diversified view-point. Finally we proposed new practical measures for evacuation problems as 
follows. 
ⅰ) Disaster Information for executing certain evacuation from Tsunami disaster 
ⅱ)  Establishment and arrangement of elevated ground and Tsunami refuge building as safety refuges 
ⅲ)  Moving methods on the practical evacuation from Tsunami disaster 
This paper will be expected as a useful material on the solution to the problems of actual projects execut-
ed by National or Local Governments, on building up new town in the disaster stricken area of the Tohoku 
Earthquake, or on the measures for Tsunami disaster caused by future Nankai-trough Earthquake. 
